
 

 
 
 

 

令和 4 年 3 月 2 日 

 

 

 

 

 

令和 4 年網走市議会第 1 回定例会 議案 

  



 

令和4年網走市議会第1回定例会 議案 

 

番号 議案番号 件                         名 

1 議案第1号 令和4年度網走市一般会計予算 

別冊 

2 議案第2号 令和4年度網走市市有財産整備特別会計予算 

3 議案第3号 令和4年度網走市国民健康保険特別会計予算 

4 議案第4号 令和4年度網走市網走港整備特別会計予算 

5 議案第5号 令和4年度網走市能取漁港整備特別会計予算 

6 議案第6号 令和4年度網走市介護保険特別会計予算 

7 議案第7号 令和4年度網走市後期高齢者医療特別会計予算 

8 議案第8号 令和4年度網走市水道事業会計予算 

別冊 9 議案第9号 令和4年度網走市簡易水道事業会計予算 

10 議案第10号 令和4年度網走市下水道事業会計予算 

11 議案第11号 
網走市常勤の特別職に属する職員の給与に関する条例の特例に 

関する条例の一部を改正する条例制定について 

12 議案第12号 令和3年度網走市一般会計補正予算 

13 議案第13号 令和3年度網走市国民健康保険特別会計補正予算 

14 議案第14号 令和3年度網走市網走港整備特別会計補正予算 

15 議案第15号 令和3年度網走市介護保険特別会計補正予算 

16 議案第16号 令和3年度網走市水道事業会計補正予算 

17 議案第17号 令和3年度網走市簡易水道事業会計補正予算 

18 議案第18号 令和3年度網走市下水道事業会計補正予算  

19 議案第19号 押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定について 

20 議案第20号 
網走市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定 

について 

 

  



番号 議案番号 件                         名 

21 議案第21号 網走市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

22 議案第22号 網走市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例制定について 

23 議案第23号 網走市公の施設に係る指定管理者の指定について 

24 議案第24号 
斜里町、清里町、小清水町、大空町との定住自立圏の形成に 

関する協定の締結について 

25 議案第25号 大空町との定住自立圏の形成に関する協定の廃止について 

26 議案第26号 
土地改良事業の事務の委託に関する規約の一部改正に関する 

協議について 

 

 





議案第 11号 

 

 

網走市常勤の特別職に属する職員の給与に関する条例の特例に 

関する条例の一部を改正する条例制定について 

 

 

 網走市常勤の特別職に属する職員の給与に関する条例の特例に関する条

例の一部を改正する条例を次のとおり定める。 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 
 

網走市常勤の特別職に属する職員の給与に関する条例の特例に 
関する条例の一部を改正する条例 

 

網走市常勤の特別職に属する職員の給与に関する条例の特例に関する条例（平成11年条例 

第16号）の一部を次のように改正する。 

 

第3条中「令和3年4月分から令和4年3月分まで」を「令和4年4月分から令和4年11月分まで」

に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、令和4年4月1日から施行する。 

 





議案第 12 号 

 

令和 3 年度網走市一般会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の一般会計補正予算（第 17 号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 655,126 千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 30,546,480 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

（債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

（地方債の補正） 

第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 

 

 

  令和 4 年 3 月 2 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 







第２表  繰越明許費補正 

（追加） 

款 項 事   業   名 金額（千円） 

総務費 
戸籍住民基本 

台帳費 
住民基本台帳システム改修事業 3,355 

民生費 社会福祉費 生活困窮者自立支援金支給事業 1,620 

農林水産業費 農業費 
網走藻琴地区担い手支援畑総事業

分担金 
400 

農林水産業費 農業費 
網走西部川向地区担い手支援畑総

事業分担金 
8,000 

教育費 小学校費 小学校感染症対策等支援事業 8,550 

教育費 中学校費 中学校感染症対策等支援事業 5,400 

 



第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 補 正  

 

（ 追 加 ）  

事      項 期  間 限度額（千円） 

庁舎及び公共施設等の管理委託等契約 令和4年度 1,112,809 

各種予防接種に係るワクチン購入及び接種委託

契約 
令和4年度 81,418 

ふるさと納税に係る業務委託契約 令和4年度 契約による金額 

投票システム更新委託契約 令和4年度 6,410 

 



第４表　地 方 債 補 正
（追加及び変更）

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額
起 債 の 方 法
利 率
償 還 の 方 法

千円 ％ 千円

総 務 管 理 事 業 債 157,900 証 書 借 入 又 １０．０ 157,900 補正前に同じ

は 証 券 発 行 以内

児 童 福 祉 事 業 債 150,600 150,600

（借　入　先）

保 健 衛 生 事 業 債 364,900 364,900

財 政 融 資 資 金

環 境 衛 生 事 業 債 2,800 2,800

地 方 公 共 団 体

農 業 債 113,500 金 融 機 構 118,100

林 業 債 17,000 北 海 道 17,000

漁 港 事 業 債 120,000 都 市 職 員 120,000

共 済 組 合

観 光 事 業 債 5,200 5,200

地 方 職 員

道 路 橋 梁 事 業 債 539,100 共 済 組 合 539,100

港 湾 事 業 債 168,700 北 海 道 市 町 村 168,700

振 興 協 会

河 川 整 備 事 業 債 200,000 200,000

北 海 道 市 町 村

公 営 住 宅 事 業 債 207,200 備 荒 資 金 組 合 207,200

公 園 整 備 事 業 債 122,700 そ の 他 122,700

銀行等引受資金

学 校 教 育 事 業 債 443,600 443,600

社 会 教 育 事 業 債 147,000 147,000

臨 時 財 政 対 策 債 600,940 600,940

退 職 手 当 債 150,000 150,000

借 換 債 100,000 100,000

特 別 減 収 対 策 債 60,000 60,000

減 収 補 て ん 債 0 2,879

公共土木災害復旧債 17,400 17,400

計 3,688,540 3,696,019

※今回補正は太字で表示。

起債の目的

補　　　　　正　　　　　前 補　　正　　後

　４０年以内
（内据置２５
年以内）の元
利均等又は元
金均等償還。
ただし、市財
政の都合によ
り据置期間及
び償還期間を
短縮し、もし
くは繰上償還
又は低利に借
換えることが
できる。

（ただし、利
率見直し方式
で借入れる資
金について、
利率の見直し
を行った後に
おいては、当
該見直し後の
利率）



議案第 13 号 

 

令和 3 年度網走市国民健康保険特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）は、次

に定めるところによる。 

 

（歳入予算の補正） 

第１条 歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第

１表 歳入予算補正」による。 

 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法第214条の規定により債務を負担することができる

事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 

 

 

  令和 4 年 3 月 2 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





第 ２ 表  債 務 負 担 行 為  

 

事      項 期  間 限度額（千円） 

国保市町村事務処理標準 

システム保守委託契約 
令和4年度 1,426 

国保市町村事務処理標準 

システム連携保守委託契約 
令和4年度 251 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





議案第 14 号 

 

令和 3 年度網走市網走港整備特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の網走港整備特別会計補正予算（第 1 号）は、次に

定めるところによる。 

（債務負担行為） 

第１条 地方自治法第214条の規定により債務を負担することができる

事項、期間及び限度額は、「第1表 債務負担行為」による。 

 

 

  令和 4 年 3 月 2 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 



第１表  債 務 負 担 行 為  
 

事      項 期  間 限度額（千円） 

上屋消防設備点検委託契約 令和 4年度 150 

港湾システム保守点検委託契約 令和 4年度 220 

船舶給水業務委託契約 令和 4年度 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



議案第 15 号 

 

令和 3 年度網走市介護保険特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の介護保険特別会計補正予算（第 3 号）は、次に定

めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 60,000 千円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,629,385 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1 表 歳入歳出予算補正」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法第 214 条の規定により債務を負担することができる

事項、期間及び限度額は、「第 2 表 債務負担行為」による。 

 

 

  令和 4 年 3 月 2 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





第 ２ 表  債 務 負 担 行 為  
 

事      項 期  間 限度額（千円） 

事務機器リース契約 令和 4年度 370 

要介護認定訪問調査委託契約 令和 4年度 5,225 

 

  

 





議案第 16号 

 

 

令和 3年度網走市水道事業会計補正予算 

 

（総 則） 

第１条 令和 3年度網走市水道事業会計補正予算（第 1号）は、次に定め

るところによる。 

（債務負担行為） 

第２条 予算第 10条を第 11条とし、第５条から第９条までを１条ずつ繰

り下げ、第４条の次に次の１条を加える。 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次

のとおりと定める。 

事    項 期  間 限 度 額 

電算処理システム賃貸借・保守契約 令和 4年度 ９８２千円 

機器保守契約 令和 4年度 ２０９千円 

 給水装置審査業務等委託契約 令和 4年度 ８，６３３千円 

水道賠償責任保険等加入契約 令和 4年度 ４５６千円 

土地賃貸借契約 

（JR釧支第 194号） 
令和 4年度 ３千円 

土地賃貸借契約 

（JR旭支第 192号 外 10件） 
令和 4年度 ３５千円 

土地賃貸借契約 

（JR旭支第 179号 外 1件） 

令和 4年度から 

令和 5年度まで 
１２千円 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 17号 

 

 

令和 3年度網走市簡易水道事業会計補正予算 

 

 

（総 則） 

第１条 令和 3年度網走市簡易水道事業会計補正予算（第 1号）は、次に

定めるところによる。 

（債務負担行為） 

第２条 予算第８条を第９条とし、第５条から第７条までを１条ずつ繰り

下げ、第４条の次に次の１条を加える。 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次

のとおりと定める。 

事    項 期   間 限 度 額 

水道賠償責任保険加入契約 令和 4年度 ５４千円 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 18号  

 

 

令和 3年度網走市下水道事業会計補正予算 

 

（総 則） 

第１条 令和 3 年度網走市下水道事業会計補正予算（第 2 号）は、次に

定めるところによる。 

 

（債務負担行為） 

第２条 令和 3年度網走市下水道事業会計予算第 5条に定めた債務負担

行為をすることができる事項、期間及び限度額に、次のとおり追加す

る。 

事    項 期   間 限 度 額 

土地賃貸借契約 
令和 4年度から

令和 6年度まで 
１８千円 

麦稈ロール保管用土地賃借契約 令和 4年度 ２７千円 

複写機リース契約 令和 4年度 １５９千円 

下水道賠償責任保険加入契約 令和 4年度 １６７千円 

 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 19号 

 

 

  押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定について 

 

 

 押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例を次のとおり定める。 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 
 

押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定 
 

 (網走市職員の任免及び服務に関する条例の一部改正) 

第 1条 網走市職員の任免及び服務に関する条例（昭和 28年条例第 4号）の一部を次のように

改正する。 

第 2条中「第 1号様式から第 3号様式まで」を「第 1号様式」に改め、第 1号様式中「第 1

号様式（第 2条関係）（一般職員）」を「第 1号様式（第 2条関係）」に、「職 氏 名 印」を

「氏 名」に改め、第 2号様式及び第 3号様式を削る。 

 

(網走市固定資産評価審査委員会条例の一部改正) 

第 2条 網走市固定資産評価審査委員会条例(平成 15年条例第 5号)の一部を次のように改正す

る。 

 第 4条第 4項を削り、同条中第 5項を第 4項とし、第 6項を第 5項とする。 

第 7条第 3 項中「署名押印」を「署名」に改める。 

第 8条第 5項中「記載し、提出者がこれに署名押印しなければならない。」を「記載しなけれ

ばならない。」に改め、同条第 8項中「署名押印」を「署名」に改める。 

第 9条第 2 項及び第 10条第 2 項中「署名押印」を「署名」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、令和4年4月1日から施行する。 





議案第 20号 

 

 

網走市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

 

 

 網走市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のとお

り定める。 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 

網走市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 
 

網走市職員の育児休業等に関する条例（平成4年条例第22号）の一部を次のように改正する。 

 

第2条第3号ア（ア）を削り、（イ）を（ア）とし、（ウ）を（イ）とする。 

第16条第2号中「次のいずれにも該当する」を「勤務日の日数及び勤務日ごとの勤務時間を考

慮して規則で定める」に改め、（ア）及び（イ）を削る。 

第19条の次に次の2条を加える。 

（妊娠又は出産等について申し出があった場合における措置等） 

第20条 任命権者は、職員が当該任命権者に対し、当該職員又はその配偶者が妊娠し、又は出

産したことその他これに準ずる事実を申し出たときは、当該職員に対して、育児休業に関す

る制度その他の事項を知らせるとともに、育児休業の承認の請求に係る当該職員の意向を確

認するための面談その他の措置を講じなければならない。 

2 任命権者は、職員が前項の規定による申出をしたことを理由として、当該職員が不利益な取

扱いを受けることがないようにしなければならない。 

（勤務環境の整備に関する措置） 

第21条 任命権者は、育児休業の承認の請求が円滑に行われるようにするため、次に掲げる措

置を講じなければならない。 

（1） 職員に対する育児休業に係る研修の実施  

（2） 育児休業に関する相談体制の整備 

（3） その他育児休業に係る勤務環境の整備に関する措置 

 

   附 則 

 この条例は、令和4年4月1日から施行する。 





議案第 21号 

網走市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

網走市介護保険条例の一部を改正する条例を次のとおり定める。 

  令和 4年 3月 2日提出 

網走市長 水  谷  洋  一 

網走市介護保険条例の一部を改正する条例

網走市介護保険条例（平成 12年条例第 11号）の一部を次のように改正する。 

第 7条に次の 1項を加える。 

5 市長は、特別の理由があると認めるときは、第 1項に規定する延滞金を減免することができ

る。 

第 9 条第 3 項中「第 1 項」の次に「及び第 2 項」を加え、同項を同条第 4 項とし、同条第 2

項中「前項」を「前 2 項」に改め、同項を同条第 3 項とし、同条第 1 項の次に次の 1 項を加え

る。 

2 市長は、前項に掲げるもののほか、特に必要があると認める者に対して、その申請により保

険料を減免することができる。 

附則第 8条中「第 2項」を「第 3項」に改める。 

附 則 

この条例は、令和4年4月1日から施行する。 





議案第 22号 

 

 

網走市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例制定について 

 

 

 網走市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例を次のとおり定める。 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 
 

網走市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例 
 

 網走市ふるさと寄附条例（平成 20年条例第 12号）の一部を次のように改正する。 

 

 第 2条中第 8号を第 11号とし、第 7号の次に次の 3号を加える。 

(8） 農水産業の振興のための事業 

(9)  地域社会のデジタル化推進のための事業 

(10)  グリーン社会実現のための事業 

 第3条第1項第1号中「第1号から第7号」を「第1号から第10号」に改め、同項第2号中「第8号」

を「第11号」に改める。 

第 4条第 2 項中「同条第 8号」を「同条第 11号」に改める。 

 

附 則 

この条例は、令和 4年 4月 1日から施行する。 





議案第 23号 

 

 

網走市公の施設に係る指定管理者の指定について 

 

 網走市公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定したいので、地方

自治法第 244 条の 2 第 6 項の規定により議会の議決を求める。 

 

  令和 4年 3月 2日提出 

網走市長 水  谷  洋  一 

 

 
 

施 設 の 名 称 指定管理者となる団体の名称等 指定の期間 

網走市麦類乾燥調製貯蔵施設 
オホーツク網走農業協同組合 

代表理事組合長 乾 雅文 

令和 4年 4月 1 日～ 

令和 24年 3月 31日 

 

 





議案第 24号 

 
 

斜里町、清里町、小清水町、大空町との定住自立圏の形成に 
関する協定の締結について 

 
 

網走市定住自立圏形成協定の議決に関する条例（平成 22年条例第 31号）

の規定により、斜里町、清里町、小清水町、大空町との間において、定住

自立圏の形成に関する協定を別紙のとおり締結する。 
 

令和 4年 3月 2日提出 

 
 

網走市長 水 谷 洋 一 



 

 

 

 

 

 

定住自立圏の形成に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市・斜里町

 

  

別紙 



定住自立圏の形成に関する協定書 

 

網走市（以下「甲」という。）と斜里町（以下「乙」という。）は、定住自立圏の 

形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日

総行応第３９号）第４の規定によるものをいう。）を行った甲と、甲が行った中心市

宣言に賛同した乙が、相互に役割を分担し連携を図りながら、定住に必要な都市機能

や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、充実を図るとともに地域活性化に努め、安

心して暮らし続けられる圏域とするために、定住自立圏を形成することに関して必要

な事項を定めることを目的とする。 

（基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する政策分野の

取組において、相互の役割分担と連携を図り、共同し、又は補完するものとする。 

（連携する取組及び役割分担） 

第３条 甲及び乙が取り組む政策分野は、次の各号に掲げるものとし、当該各号におけ

る取組の内容並びに甲及び乙の役割は、別表１から別表３までに定めるとおりとする。 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（事務の執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するため、相互に役割を分担して連携

し、又は協力して事務の執行に当たるものとする。 

２ 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するために必要な費用が生じる場合は、相

互の受益の程度を勘案し、当該費用を負担するものとする。 

３ 第１項の規定により必要となる手続又は人員の確保に係る負担及び前項に規定す

る費用の負担については、その都度甲及び乙が協議して別に定めるものとする。 

（協定の変更） 

第５条 この協定の規定を変更しようとする場合は、甲及び乙が協議の上これを定める

ものとする。この場合において、甲及び乙は、あらかじめ議会の議決を経るものとす

る。 

（協定の廃止） 

第６条 甲及び乙は、この協定を廃止しようとする場合は、あらかじめ議会の議決を経

た上でその旨を他方に通告するものとする。 

２ 前項の通告は、書面により行うものとし、議会の議決書の写しを添付するものとす

る。 

３ この協定は、第１項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日に

その効力を失う。 



（疑義の解決） 

第７条 この協定に関して疑義が生じたときは、その都度甲及び乙が協議し、決定する。 

 

  この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各

自その１通を保有する。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

網走市南６条東４丁目 

甲  

網走市長 

 

 

斜里町本町12番地 

乙  

斜里町長 



別表１（第３条関係） 

○生活機能の強化に係る政策分野 

（１）医療 

ア 救急医療体制の確保 

取組内容 

圏域住民に切れ目ない医療サービスを提供するため、日常生活に密着

した初期医療機関と中核的病院の適切な役割分担と連携を推進し、救

急医療体制の確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

 

イ 小児科及び産科医療体制の確保 

取組内容 
圏域の住民が安心して子どもを産み育てられる環境を維持するため、

圏域内の小児科及び産科医療体制の維持・確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制 

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

 

（２）広域観光 

 ア 観光振興の推進 

取組内容 
観光振興による圏域の活性化を図るため、国内及び海外からの観光客

の誘致に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に

取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に 

取り組む。 

 

（３）教育 

 ア 生涯学習の充実 

取組内容 

圏域内における、生涯学習の機会拡大、文化・スポーツの振興等を図

るため、教育施設の相互利用、学習・文化・スポーツ等に関する情報

の共有などに取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機

会の充実に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情 

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機 

会の充実に取り組む。 

 

 



（４）環境 

 ア 地域ぐるみによる環境関連活動の推進 

取組内容 
圏域の自然環境を守るため、各種団体、ボランティア団体などで行う

環境保全活動などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ 

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

 

イ 生活環境・衛生環境の向上 

取組内容 

圏域内の生活環境・衛生環境の向上及び循環型社会の構築に向け、一

般廃棄物処理施設などの広域的な整備の構想や必要な協力・支援につ

いて検討する。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向 

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な 

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

 

（５）防災 

 ア 防災対策活動の推進 

取組内容 
圏域住民の安全を確保するため、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る 

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

 

（６）福祉 

ア 福祉サービスの向上 

取組内容 

児童・障がい者・高齢者に対する各種福祉サービスの充実を図るため、

福祉サービスの相互利用や福祉に関するネットワーク構築、福祉サー

ビス従事者の育成などについて取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各 

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

 

 

 

 



（７）産業振興 

 ア 圏域経済の活性化と雇用の創出 

取組内容 

圏域経済の活性化と雇用の創出を図るため、地場産業の振興に取り組

むとともに、圏域の資源を活用した新商品の創出や販路拡大の促進及

び産学官金連携等も含め新たな技術開発に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な 

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

 

イ 水産資源の確保 

取組内容 
圏域内の水産資源を有効的に利用するため、有用資源及び水質環境を

総合的に調査するとともに環境改善対策の検討などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用 

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

 

ウ 農林業振興の推進 

取組内容 

安定した農業基盤の確立に向け、担い手の育成・確保を図るとともに、

有害鳥獣による農林業被害・人的被害を防止するために、駆除・捕獲

や調査等に取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農

林業の振興を図る。また、乙や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農 

林業の振興を図る。また、甲や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣 

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

 

 



別表２（第３条関係） 

○結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（１）地域公共交通 

ア 地域公共交通の維持・確保 

取組内容 

圏域内住民の移動手段を確保するため、圏域における公共交通の課題

について継続的に調査、検証するとともに、地域公共交通等の維持・

確保対策に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け

た必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け 

た必要な取り組みを行う。 

 

（２）地域内外の住民との交流・移住促進 

ア 交流・移住受入体制の促進 

取組内容 
地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮らしや滞在に関する

情報提供や受入体制などの充実に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要

な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要 

な取り組みを行う。 

 

イ 交流人口の拡大 

取組内容 
圏域への交流人口の拡大を図るため、文化・スポーツ合宿や各種イベ

ント情報の共有などに取り組む。 

甲の役割 
乙と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏

域内外への発信などを行う。 

乙の役割 
甲と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏 

域内外への発信などを行う。 

 



別表３（第３条関係） 

○圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（１）人材の育成 

 ア 人材の育成 

取組内容 
地域力の向上を図るため、各分野の人材育成や研修機会の創出などに取

り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを 

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

 

（２）圏域内市町の職員等の交流 

ア 市町間職員研修交流 

取組内容 
職員の資質及び政策課題への対応力を高めるため、研修会の開催等に

より職員の能力向上や職員間の交流に取り組む。 

甲の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

乙の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

 

 



 

 

 

 

 

 

定住自立圏の形成に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市・清里町

 

  

別紙 



定住自立圏の形成に関する協定書 

 

網走市（以下「甲」という。）と清里町（以下「乙」という。）は、定住自立圏の 

形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日

総行応第３９号）第４の規定によるものをいう。）を行った甲と、甲が行った中心市

宣言に賛同した乙が、相互に役割を分担し連携を図りながら、定住に必要な都市機能

や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、充実を図るとともに地域活性化に努め、安

心して暮らし続けられる圏域とするために、定住自立圏を形成することに関して必要

な事項を定めることを目的とする。 

（基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する政策分野の

取組において、相互の役割分担と連携を図り、共同し、又は補完するものとする。 

（連携する取組及び役割分担） 

第３条 甲及び乙が取り組む政策分野は、次の各号に掲げるものとし、当該各号におけ

る取組の内容並びに甲及び乙の役割は、別表１から別表３までに定めるとおりとする。 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（事務の執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するため、相互に役割を分担して連携

し、又は協力して事務の執行に当たるものとする。 

２ 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するために必要な費用が生じる場合は、相

互の受益の程度を勘案し、当該費用を負担するものとする。 

３ 第１項の規定により必要となる手続又は人員の確保に係る負担及び前項に規定す

る費用の負担については、その都度甲及び乙が協議して別に定めるものとする。 

（協定の変更） 

第５条 この協定の規定を変更しようとする場合は、甲及び乙が協議の上これを定める

ものとする。この場合において、甲及び乙は、あらかじめ議会の議決を経るものとす

る。 

（協定の廃止） 

第６条 甲及び乙は、この協定を廃止しようとする場合は、あらかじめ議会の議決を経

た上でその旨を他方に通告するものとする。 

２ 前項の通告は、書面により行うものとし、議会の議決書の写しを添付するものとす

る。 

３ この協定は、第１項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日に

その効力を失う。 



（疑義の解決） 

第７条 この協定に関して疑義が生じたときは、その都度甲及び乙が協議し、決定する。 

 

  この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各

自その１通を保有する。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

網走市南６条東４丁目 

甲  

網走市長 

 

 

斜里郡清里町羽衣町13番地 

乙  

清里町長 



別表１（第３条関係） 

○生活機能の強化に係る政策分野 

（１）医療 

ア 救急医療体制の確保 

取組内容 

圏域住民に切れ目ない医療サービスを提供するため、日常生活に密着

した初期医療機関と中核的病院の適切な役割分担と連携を推進し、救

急医療体制の確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

 

イ 小児科及び産科医療体制の確保 

取組内容 
圏域の住民が安心して子どもを産み育てられる環境を維持するため、

圏域内の小児科及び産科医療体制の維持・確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制 

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

 

（２）広域観光 

 ア 観光振興の推進 

取組内容 
観光振興による圏域の活性化を図るため、国内及び海外からの観光客

の誘致に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に

取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に 

取り組む。 

 

（３）教育 

 ア 生涯学習の充実 

取組内容 

圏域内における、生涯学習の機会拡大、文化・スポーツの振興等を図

るため、教育施設の相互利用、学習・文化・スポーツ等に関する情報

の共有などに取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機

会の充実に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情 

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機 

会の充実に取り組む。 

 

 



（４）環境 

 ア 地域ぐるみによる環境関連活動の推進 

取組内容 
圏域の自然環境を守るため、各種団体、ボランティア団体などで行う

環境保全活動などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ 

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

 

イ 生活環境・衛生環境の向上 

取組内容 

圏域内の生活環境・衛生環境の向上及び循環型社会の構築に向け、一

般廃棄物処理施設などの広域的な整備の構想や必要な協力・支援につ

いて検討する。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向 

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な 

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

 

（５）防災 

 ア 防災対策活動の推進 

取組内容 
圏域住民の安全を確保するため、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る 

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

 

（６）福祉 

ア 福祉サービスの向上 

取組内容 

児童・障がい者・高齢者に対する各種福祉サービスの充実を図るため、

福祉サービスの相互利用や福祉に関するネットワーク構築、福祉サー

ビス従事者の育成などについて取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各 

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

 

 

 

 



（７）産業振興 

 ア 圏域経済の活性化と雇用の創出 

取組内容 

圏域経済の活性化と雇用の創出を図るため、地場産業の振興に取り組

むとともに、圏域の資源を活用した新商品の創出や販路拡大の促進及

び産学官金連携等も含め新たな技術開発に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な 

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

 

イ 水産資源の確保 

取組内容 
圏域内の水産資源を有効的に利用するため、有用資源及び水質環境を

総合的に調査するとともに環境改善対策の検討などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用 

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

 

ウ 農林業振興の推進 

取組内容 

安定した農業基盤の確立に向け、担い手の育成・確保を図るとともに、

有害鳥獣による農林業被害・人的被害を防止するために、駆除・捕獲

や調査等に取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農

林業の振興を図る。また、乙や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農 

林業の振興を図る。また、甲や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣 

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

 

 



別表２（第３条関係） 

○結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（１）地域公共交通 

ア 地域公共交通の維持・確保 

取組内容 

圏域内住民の移動手段を確保するため、圏域における公共交通の課題

について継続的に調査、検証するとともに、地域公共交通等の維持・

確保対策に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け

た必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け 

た必要な取り組みを行う。 

 

（２）地域内外の住民との交流・移住促進 

ア 交流・移住受入体制の促進 

取組内容 
地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮らしや滞在に関する

情報提供や受入体制などの充実に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要

な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要 

な取り組みを行う。 

 

イ 交流人口の拡大 

取組内容 
圏域への交流人口の拡大を図るため、文化・スポーツ合宿や各種イベ

ント情報の共有などに取り組む。 

甲の役割 
乙と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏

域内外への発信などを行う。 

乙の役割 
甲と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏 

域内外への発信などを行う。 

 



別表３（第３条関係） 

○圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（１）人材の育成 

 ア 人材の育成 

取組内容 
地域力の向上を図るため、各分野の人材育成や研修機会の創出などに取

り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを 

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

 

（２）圏域内市町の職員等の交流 

ア 市町間職員研修交流 

取組内容 
職員の資質及び政策課題への対応力を高めるため、研修会の開催等に

より職員の能力向上や職員間の交流に取り組む。 

甲の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

乙の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

 

 



 

 

 

 

 

 

定住自立圏の形成に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市・小清水町

 

  

別紙 



定住自立圏の形成に関する協定書 

 

網走市（以下「甲」という。）と小清水町（以下「乙」という。）は、定住自立圏の 

形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日

総行応第３９号）第４の規定によるものをいう。）を行った甲と、甲が行った中心市

宣言に賛同した乙が、相互に役割を分担し連携を図りながら、定住に必要な都市機能

や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、充実を図るとともに地域活性化に努め、安

心して暮らし続けられる圏域とするために、定住自立圏を形成することに関して必要

な事項を定めることを目的とする。 

（基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する政策分野の

取組において、相互の役割分担と連携を図り、共同し、又は補完するものとする。 

（連携する取組及び役割分担） 

第３条 甲及び乙が取り組む政策分野は、次の各号に掲げるものとし、当該各号におけ

る取組の内容並びに甲及び乙の役割は、別表１から別表３までに定めるとおりとする。 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（事務の執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するため、相互に役割を分担して連携

し、又は協力して事務の執行に当たるものとする。 

２ 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するために必要な費用が生じる場合は、相

互の受益の程度を勘案し、当該費用を負担するものとする。 

３ 第１項の規定により必要となる手続又は人員の確保に係る負担及び前項に規定す

る費用の負担については、その都度甲及び乙が協議して別に定めるものとする。 

（協定の変更） 

第５条 この協定の規定を変更しようとする場合は、甲及び乙が協議の上これを定める

ものとする。この場合において、甲及び乙は、あらかじめ議会の議決を経るものとす

る。 

（協定の廃止） 

第６条 甲及び乙は、この協定を廃止しようとする場合は、あらかじめ議会の議決を経

た上でその旨を他方に通告するものとする。 

２ 前項の通告は、書面により行うものとし、議会の議決書の写しを添付するものとす

る。 

３ この協定は、第１項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日に

その効力を失う。 



（疑義の解決） 

第７条 この協定に関して疑義が生じたときは、その都度甲及び乙が協議し、決定する。 

 

  この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各

自その１通を保有する。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

網走市南６条東４丁目 

甲  

網走市長 

 

 

斜里郡小清水町元町2丁目1番1号 

乙  

小清水町長 



別表１（第３条関係） 

○生活機能の強化に係る政策分野 

（１）医療 

ア 救急医療体制の確保 

取組内容 

圏域住民に切れ目ない医療サービスを提供するため、日常生活に密着

した初期医療機関と中核的病院の適切な役割分担と連携を推進し、救

急医療体制の確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

 

イ 小児科及び産科医療体制の確保 

取組内容 
圏域の住民が安心して子どもを産み育てられる環境を維持するため、

圏域内の小児科及び産科医療体制の維持・確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制 

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

 

（２）広域観光 

 ア 観光振興の推進 

取組内容 
観光振興による圏域の活性化を図るため、国内及び海外からの観光客

の誘致に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に

取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に 

取り組む。 

 

（３）教育 

 ア 生涯学習の充実 

取組内容 

圏域内における、生涯学習の機会拡大、文化・スポーツの振興等を図

るため、教育施設の相互利用、学習・文化・スポーツ等に関する情報

の共有などに取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機

会の充実に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情 

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機 

会の充実に取り組む。 

 

 



（４）環境 

 ア 地域ぐるみによる環境関連活動の推進 

取組内容 
圏域の自然環境を守るため、各種団体、ボランティア団体などで行う

環境保全活動などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ 

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

 

イ 生活環境・衛生環境の向上 

取組内容 

圏域内の生活環境・衛生環境の向上及び循環型社会の構築に向け、一

般廃棄物処理施設などの広域的な整備の構想や必要な協力・支援につ

いて検討する。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向 

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な 

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

 

（５）防災 

 ア 防災対策活動の推進 

取組内容 
圏域住民の安全を確保するため、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る 

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

 

（６）福祉 

ア 福祉サービスの向上 

取組内容 

児童・障がい者・高齢者に対する各種福祉サービスの充実を図るため、

福祉サービスの相互利用や福祉に関するネットワーク構築、福祉サー

ビス従事者の育成などについて取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各 

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

 

 

 

 



（７）産業振興 

 ア 圏域経済の活性化と雇用の創出 

取組内容 

圏域経済の活性化と雇用の創出を図るため、地場産業の振興に取り組

むとともに、圏域の資源を活用した新商品の創出や販路拡大の促進及

び産学官金連携等も含め新たな技術開発に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な 

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

 

イ 水産資源の確保 

取組内容 
圏域内の水産資源を有効的に利用するため、有用資源及び水質環境を

総合的に調査するとともに環境改善対策の検討などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用 

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

 

ウ 農林業振興の推進 

取組内容 

安定した農業基盤の確立に向け、担い手の育成・確保を図るとともに、

有害鳥獣による農林業被害・人的被害を防止するために、駆除・捕獲

や調査等に取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農

林業の振興を図る。また、乙や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農 

林業の振興を図る。また、甲や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣 

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

 

 



別表２（第３条関係） 

○結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（１）地域公共交通 

ア 地域公共交通の維持・確保 

取組内容 

圏域内住民の移動手段を確保するため、圏域における公共交通の課題

について継続的に調査、検証するとともに、地域公共交通等の維持・

確保対策に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け

た必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け 

た必要な取り組みを行う。 

 

（２）地域内外の住民との交流・移住促進 

ア 交流・移住受入体制の促進 

取組内容 
地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮らしや滞在に関する

情報提供や受入体制などの充実に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要

な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要 

な取り組みを行う。 

 

イ 交流人口の拡大 

取組内容 
圏域への交流人口の拡大を図るため、文化・スポーツ合宿や各種イベ

ント情報の共有などに取り組む。 

甲の役割 
乙と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏

域内外への発信などを行う。 

乙の役割 
甲と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏 

域内外への発信などを行う。 

 



別表３（第３条関係） 

○圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（１）人材の育成 

 ア 人材の育成 

取組内容 
地域力の向上を図るため、各分野の人材育成や研修機会の創出などに取

り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを 

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

 

（２）圏域内市町の職員等の交流 

ア 市町間職員研修交流 

取組内容 
職員の資質及び政策課題への対応力を高めるため、研修会の開催等に

より職員の能力向上や職員間の交流に取り組む。 

甲の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

乙の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

 

 



 

 

 

 

 

 

定住自立圏の形成に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市・大空町

 

  

別紙 



定住自立圏の形成に関する協定書 

 

網走市（以下「甲」という。）と大空町（以下「乙」という。）は、定住自立圏の 

形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日

総行応第３９号）第４の規定によるものをいう。）を行った甲と、甲が行った中心市

宣言に賛同した乙が、相互に役割を分担し連携を図りながら、定住に必要な都市機能

や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、充実を図るとともに地域活性化に努め、安

心して暮らし続けられる圏域とするために、定住自立圏を形成することに関して必要

な事項を定めることを目的とする。 

（基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する政策分野の

取組において、相互の役割分担と連携を図り、共同し、又は補完するものとする。 

（連携する取組及び役割分担） 

第３条 甲及び乙が取り組む政策分野は、次の各号に掲げるものとし、当該各号におけ

る取組の内容並びに甲及び乙の役割は、別表１から別表３までに定めるとおりとする。 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（事務の執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するため、相互に役割を分担して連携

し、又は協力して事務の執行に当たるものとする。 

２ 甲及び乙は、前条に規定する取組を推進するために必要な費用が生じる場合は、相

互の受益の程度を勘案し、当該費用を負担するものとする。 

３ 第１項の規定により必要となる手続又は人員の確保に係る負担及び前項に規定す

る費用の負担については、その都度甲及び乙が協議して別に定めるものとする。 

（協定の変更） 

第５条 この協定の規定を変更しようとする場合は、甲及び乙が協議の上これを定める

ものとする。この場合において、甲及び乙は、あらかじめ議会の議決を経るものとす

る。 

（協定の廃止） 

第６条 甲及び乙は、この協定を廃止しようとする場合は、あらかじめ議会の議決を経

た上でその旨を他方に通告するものとする。 

２ 前項の通告は、書面により行うものとし、議会の議決書の写しを添付するものとす

る。 

３ この協定は、第１項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日に

その効力を失う。 



（疑義の解決） 

第７条 この協定に関して疑義が生じたときは、その都度甲及び乙が協議し、決定する。 

 

  この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各

自その１通を保有する。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

網走市南６条東４丁目 

甲  

網走市長 

 

 

網走郡大空町女満別西３条４丁目１番１号 

乙  

大空町長 



別表１（第３条関係） 

○生活機能の強化に係る政策分野 

（１）医療 

ア 救急医療体制の確保 

取組内容 

圏域住民に切れ目ない医療サービスを提供するため、日常生活に密着

した初期医療機関と中核的病院の適切な役割分担と連携を推進し、救

急医療体制の確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における救急医療体制の維持・

確保に取り組む。 

 

イ 小児科及び産科医療体制の確保 

取組内容 
圏域の住民が安心して子どもを産み育てられる環境を維持するため、

圏域内の小児科及び産科医療体制の維持・確保に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における小児科、産科医療体制 

及び小児科救急医療体制の維持・確保に取り組む。 

 

（２）広域観光 

 ア 観光振興の推進 

取組内容 
観光振興による圏域の活性化を図るため、国内及び海外からの観光客

の誘致に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に

取り組む。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、国内及び海外からの観光客の誘致に 

取り組む。 

 

（３）教育 

 ア 生涯学習の充実 

取組内容 

圏域内における、生涯学習の機会拡大、文化・スポーツの振興等を図

るため、教育施設の相互利用、学習・文化・スポーツ等に関する情報

の共有などに取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機

会の充実に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、学習・文化・スポーツ施設などの情 

報共有を図り、圏域内外に情報を発信するとともに、各種生涯学習機 

会の充実に取り組む。 

 

 



（４）環境 

 ア 地域ぐるみによる環境関連活動の推進 

取組内容 
圏域の自然環境を守るため、各種団体、ボランティア団体などで行う

環境保全活動などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携して、地域で行っている清掃ボランティ 

ア活動等を支援し、圏域全体の環境関連活動を推進する。 

 

イ 生活環境・衛生環境の向上 

取組内容 

圏域内の生活環境・衛生環境の向上及び循環型社会の構築に向け、一

般廃棄物処理施設などの広域的な整備の構想や必要な協力・支援につ

いて検討する。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携して、圏域内の生活環境・衛生環境の向 

上及び循環型社会の構築に向け、一般廃棄物処理施設などの広域的な 

整備の構想や必要な協力・支援について検討する。 

 

（５）防災 

 ア 防災対策活動の推進 

取組内容 
圏域住民の安全を確保するため、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、消防、救急、防災体制の充実を図る 

とともに防災意識の啓発、研修等を行う。 

 

（６）福祉 

ア 福祉サービスの向上 

取組内容 

児童・障がい者・高齢者に対する各種福祉サービスの充実を図るため、

福祉サービスの相互利用や福祉に関するネットワーク構築、福祉サー

ビス従事者の育成などについて取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、児童・障がい者・高齢者に対する各 

種福祉サービスの充実を図るための取り組みを行う。 

 

 

 

 



（７）産業振興 

 ア 圏域経済の活性化と雇用の創出 

取組内容 

圏域経済の活性化と雇用の創出を図るため、地場産業の振興に取り組

むとともに、圏域の資源を活用した新商品の創出や販路拡大の促進及

び産学官金連携等も含め新たな技術開発に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し新商品開発、販路拡大、新産業創造な 

ど、地場産業の振興に必要な取り組みを行う。 

 

イ 水産資源の確保 

取組内容 
圏域内の水産資源を有効的に利用するため、有用資源及び水質環境を

総合的に調査するとともに環境改善対策の検討などに取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域内における水産資源の有効利用 

及び環境改善対策に必要な取り組みを行う。 

 

ウ 農林業振興の推進 

取組内容 

安定した農業基盤の確立に向け、担い手の育成・確保を図るとともに、

有害鳥獣による農林業被害・人的被害を防止するために、駆除・捕獲

や調査等に取り組む。 

甲の役割 

乙や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農

林業の振興を図る。また、乙や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

乙の役割 

甲や関係機関・団体等と連携し、担い手の育成・確保に取り組み、農 

林業の振興を図る。また、甲や猟友会・農業団体と連携した有害鳥獣 

の駆除・捕獲や調査等に取り組む。 

 

 



別表２（第３条関係） 

○結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

（１）地域公共交通 

ア 地域公共交通の維持・確保 

取組内容 

圏域内住民の移動手段を確保するため、圏域における公共交通の課題

について継続的に調査、検証するとともに、地域公共交通等の維持・

確保対策に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け

た必要な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、地域公共交通等の維持・確保に向け 

た必要な取り組みを行う。 

 

（２）地域内外の住民との交流・移住促進 

ア 交流・移住受入体制の促進 

取組内容 
地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮らしや滞在に関する

情報提供や受入体制などの充実に取り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要

な取り組みを行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、移住・長期滞在の促進に向けた必要 

な取り組みを行う。 

 

イ 交流人口の拡大 

取組内容 
圏域への交流人口の拡大を図るため、文化・スポーツ合宿や各種イベ

ント情報の共有などに取り組む。 

甲の役割 
乙と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏

域内外への発信などを行う。 

乙の役割 
甲と連携して、文化・スポーツ合宿や各種イベントに関する情報の圏 

域内外への発信などを行う。 

 



別表３（第３条関係） 

○圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

（１）人材の育成 

 ア 人材の育成 

取組内容 
地域力の向上を図るため、各分野の人材育成や研修機会の創出などに取

り組む。 

甲の役割 
乙や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

乙の役割 
甲や関係機関・団体等と連携し、圏域における人材育成の取り組みを 

支援するとともに住民に参加を働きかけ地域の人材育成を行う。 

 

（２）圏域内市町の職員等の交流 

ア 市町間職員研修交流 

取組内容 
職員の資質及び政策課題への対応力を高めるため、研修会の開催等に

より職員の能力向上や職員間の交流に取り組む。 

甲の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

乙の役割 各分野の職員研修等の機会を設け、行政職員としての資質向上を図る。 

 

 





議案第 25号 

 
 

大空町との定住自立圏の形成に関する協定の廃止について 

 
 

網走市定住自立圏形成協定の議決に関する条例（平成 22年条例第 31号）

の規定により、平成 23 年 3 月 23 日に締結した大空町との間における、定

住自立圏の形成に関する協定を廃止する。 
 
 

令和 4年 3月 2日 

 

網走市長 水 谷 洋 一 





議案第 26号 
 
 

土地改良事業の事務の委託に関する規約の一部改正 
に関する協議について 

 
 
 地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 252 条の 14 第 2 項の規定により、
1 市 4 町(網走市、斜里町、清里町、大空町、小清水町)に係る土地改良
事業の事務の委託に関する規約の一部を改正する規約を次のとおり制定
するため事務の委託先の小清水町と協議することについて、同条第 3 項
において準用する同法 252 条の 2 の 2 第 3 項の規定により、議会の議決
を求める。 
 
 

令和 4年 3月 2日提出 
 
 

網走市長  水 谷 洋 一 
 

 

 

 

土地改良事業の事務の委託に関する規約の一部を改正する規約 

 

土地改良事業の事務の委託に関する規約(平成 20 年 4 月 1 日施行）の一部を次のように改

正する。 

 

第 1 条中「土地改良事業」を「土地改良事業等」に、「基幹水利施設管理事業」を「基幹

水利施設管理事業等」に改める。 

 

   附 則 

 この規約は、公布の日から施行する。 
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